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基礎・基本の定着と効果的な教科書の活用について

津 正 員リ

はじめに
今年の2月に新学習指導要領が発表され，平成24年に完全実施が決定された。それによると，英語

科では3学年とも105時聞から140時間へと大幅に時数が増えることとなった。週単位では3時間から

4時間となり，週5日制が今後とも続くとすると，生徒たちはほぼ毎日英語を学習することになる。

この時数の増加によって，新しいカリキュラムの作成や教員の時数的な負担が増したりと様々な問題

が浮かび上がってくるであろうが，英語を教える立場の人間にとって，生徒たちが今まで以上に英語

に触れ，学習できるということは喜ばしいことではある。

また，今回の改正により小学校でも外国語活動として週1時間実施されることとなる。これまでに

も時数や活動内容の差はあったもののほとんと、の小学校で実施されてきたわけであるが，中学校に入

学する段階で学習する内容をすでに学習していたり，それに近い学習をしていたりと，個人や出身小

学校によって習熟度に差があった。しかし 小学校での外国語活動が導入されることにより，目標や

指導内容が統一され，中学校でのスタート地点が今までよりは揃うことになる。今まで中学校での英

語学習開始時期に問題視されてきた上記のような問題やそれによるレディネスの問題等は少なくなる

ことと期待している。

さて，現行の学習指導要領の言語活動の取扱いについて第3学年では，「第2学年までの学習を基

礎として，言語の使用場面や言語の働きを一層広げた言語活動を行わせること。その際，第1学年及

び第2学年における学習内容を繰り返して指導し定着を図るとともに 様々な考えや意見などの中か

らコミュニケーションが図れるような話題を取り上げること。」とされている。このように既習の事

柄と新しく学習した事柄を教師が授業の中で意識的に組み合わせていく活動を取り入れていかなけれ

ば，本当の意味での「基礎・基本の定着」は図れないのではないであろうか。つまり，母語習得の過

程において，今まで習得してきたものと新しくインフ。ツトしたものとをうまく組み合わせてアウトプッ

トする作業を行っているように，同様の作業を授業の中に組み入れることは，「基礎・基本の定着」

にとっても有効な手段になり得るのではないであろうか。また，その効果を高めるためには，他の教

材をあれこれ持ってくるより（それはそれでよい面もあるが）普段授業で使用している教科書を中心

に据え，その使用方法を工夫していくことのほうが効果的ではないかと考える。

以上のことから，教科書を中心にその使用方法を工夫し，既習の文法事項や表現と新しく学習した

ものとをうまく関連させながら 学力の向上を図っていきたい。

1 .研究の仮説

教科書を工夫して使用することで，生徒の基礎・基本が定着し，そこから発展的な学習へつながり，

学力の向上が図れるのではないか。

2.研究の実際
(1）なるべく多く教科書の英文を読む～ジャンケン・リーディング～

リーディングテストや暗唱テストの他に，毎回の授業で文法事項や表現の復習やそれらの定着

を図ることを目的に，隣同士の生徒でジャンケンをし，勝った（負けた）方が教科書の本文を 1

文ずつ読んでいくという活動を行った。 2分程度の単純な活動であったが予想以上に生徒たちは

盛り上がり，大きな声で英文を読んでいた。隣同士が男女だったがほとんど問題なく，むしろそ
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の方がいい刺激になり，よ

かったのではないかと思う。

生徒に少しでも回数多く教

科書の英文を読ませること

で，今学習している文法事

項や表現の定着をかなり図

ることができた。

ねらい 文法事項や進出表現の定着を図る。

隣同士で 1文ずつジャンケンをし，勝った（負けた）方
方 法 が教科書の英文を音読し，片方は正しく言えているか

どうか確認する。

①片方の生徒が英文を音読したら，もう片方の生徒は
それを日本語に訳す。

アレンジ
②片方の生徒が日本語を言ったら，もう片方の生徒は
それを英語に訳す。

( 2）新出の文法事項や表現の 効 果 文法事項や進出表現の定着を図ることができる。

意識化①～ステッカーの工夫～

毎時間のスピーチ活動において スピーチ原稿やそれに対して生徒がコメントを述べたり，質

問するときに，現在学習している文法事項や表現をなるべく多く使うことができれば，基礎・基

本の定着に役立つのではないのか，と思い，発表や発言した生徒にはステッカーを配布すること

とした。さらに新出

の文法事項や表現を

意識させるために下

のように3段階にス

テッカーの種類を分

けてみた。 3年生で

種類

1 

2 

3 

ステッカーの色（例）

金色

銀色

緑色

獲得でき る条件

一番新しく学習した文法や表現を使用した場合。

一つ前に学習した文法や表現を使用した場合。

上記以前に学習した文法や表現を使用した場合。

はあったが，挙手や発言する生徒が増え，何とか最近学習した文法を使ってコメントを述べたり，

質問をしようとする姿が多く見られた。また，それらの英文を周りの生徒たちが聞くことによっ

て，周りの生徒へもいい影響を与えることができた。

( 3）新出の文法事項や表現の意識化②～スキット作り・英作文～

新しい文法を学習したときにはその都度スキッ

ト作りや英作文の活動を取り入れてきた。教科

書を参考に，辞書を用いながら学習したばかり

の文法を使用し，個人またはペアで行ってきた。

（資料1, 2) 

教科書を基本に置いた指導をしてきたので，

場面設定はほとんどの場合教科書に即したもの

とした。口頭練習を行った後にその文法のまと

めとして“書く活動”を取り入れることは，定

期テストの英作文問題の結果や高校受検対策で

の英作文練習において大きな文法的な間違いが

見られず，ほとんどの生徒がすらすらと書くことができたことからも，とても効果的であったと

思う。

① 実践例1（教科書NEWHORIZON English Course 3, Writing Plus lでの実践）

単元計画（全2時間）

（第1時）

本時の目標

・優先席を巡るいろいろな考えを読み，自分なりの意見をもつことができる0

・自分の意見とその理由を 文章の構成に気をつけて書くことができる。
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学 習 内 廿,-,,,, 

教科書の例を参考に文章の構成や

第 l時 使える英語表現を学習し，実際に

自分の意見を英文で書く。

第2時 発表の練習と発表会

時｜ 主な学習活動

5 ｜・スピーチ活動

2 1・ジャンケン・リーディング

15 ｜・教科書のStepl～Step3

教師の支援（0）と留意点（．）

．質問やコメントが出やすい雰囲気を作る。

0机間支援で正確な発音ができていなければ，でき

るように支援を行う。

0大事な表現はパターンブラクティスを取り入れる。

28 ｜・意見文を書くときに使える英語表現｜・今までに学習した表現で例を提示し，次の活動へ

の導入と練習 ｜ つなげる。

－意見文作り

ワークシートの中からテーマを 1つ

選び，意見文を書いていく。

．辞書を使っても良いが 未習の単語や表現は最小

限にとどめさせる。

O机間支援をしながら，適宜アドバイスを行う。

〔資料1 意見文ワークシート・評価用紙〕
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rてasor、s F;m , rn•町千orti炉問 Iivc in Jo,oan 日vexa岬 le,
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Evaluation Sheet 
No JU使者 速さ !ii膏 ．皮 内容 民得力 ヨメ ント 順位

l ぞ人 A ち ち A A わ昔、守持守ヘ Ii－：！ 也、E、＇／c;z・),' C?fi,/iτ一 弓
2 ’七九 A ト＼ D / A 賞品？昇、 .：＜t't tffu'そこノ，：：J:6与，.’ぺ ／ 

3 一姦 内 A 8 A 子’古手ぞ~· ./r各’世＇i－巧矢’：；，$Y,;,.7-勾 ー一、
4弘 メZ f A B A A r掛，；,, • • 1. ｛.刷、九九
5 { t5 B A A 再生併L：乙主べ J 之君口1，イペ，
6 -;} V: 」ノ 。Eう l :;: シ 告しdυ：，:r~. 餅 君 事司f ‘
1 ノえ手 A 片I, B A 片 -S,'：、A［古少をi;i 乙川cl手ι古，T、1 3 
8 -!, ト バ 有 A ;., -.?l)J KJ手Jf;＇）けん《， ／ 
9 、，； ，， 5 J 少Lfl、ィ、で ;6 ~ t, 1ずと頃’1;± 1~.f， ：.～

l 0 ぞ人 t. 「、A A ! 乙バ4ηぶρタィ if’々 ;v’ス多・-J.-.~,. 、Lぞ
11 'ofsi:,j 
l 2 亡註主当

（第2時）

本時の目標

・自分の意見を他者に聞かせる発表ができる。

－発表者の意見をきちんと聞き 自分なりの評価をすることができる。

時｜ 主な学習活動

5 ｜・原稿の確認と発表練習

20 ｜・グループ発表

教師の支援（0）と留意点（．）

O発音等で質問があれば，それに答える。

．グループで順番を決め，全体で一斉に始める。

5人のグループをつくり， ！｜｜買番に｜・評価する時間を持つ。

グループ内で発表していく。

グループ内で代表者を1～2名決

める。

25 ｜・全体発表

グループの代表が順番に発表して

．黒板に順番やタイトルを書き，雰囲気作りにも気

を配る。

いく。スビーカー以外は聞いたス 10未習の単語や表現でわかりにくいものは発表後簡
ピーチの評価をしていく。 ｜ 単に説明をする。

・評価する時間を持つ。（後日，結果発表を行う。）

② 実践例2

教科書NEWHORIZON English Course 3, Unit 3での実践

学 習内容｜不定調の原因を表す副詞的用法を理解し，表現する。

本時の目標

・不定詞の原因を表す副調的用法の形・意味・用法を理解し，表現できる。

・不定詞の原因を表す副詞的用法を使って，まとまりのある英文を書き，それを相手に伝え

ることができる。
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時 主な学習活動 教師の支援（0）と留意点（．）

5 －スピーチ活動 ・質問やコメントが出やすい雰囲気を作る。

2 ・ジャンケン・リーディング O机間支援で正確な発音ができていなければ，でき
るように支援を行う。

15 －不定詞の原因を表す副調的用法の導 －自然に導入できるように，教師の話のなかにター

入 ゲットセンテンスを入れて，話す。

0パターンプラクティスを多く取り入れ，いろいろ
なパターンを練習する。

15 －英作文作成 ．辞書を使っても良いが，未習の単語や表現は最小

限にとどめさせる。

0机間支援をしながら 適宜アドバイスを行う。

13 －英作文発表 ．机間支援の時に，いい作品は紹介しながら，刺激

を与える。

〔資料2 実践例2のワークシート〕

有予定雲宮町®で完口D~ 日ミヨ
1 令から私が袈踊で鐘ず内容を下にまとめてみよう．

Nol 

i'. ,. . " ，，，世II2’b’・
r.-.... ~,,·,.,. -' ，.“、.，J’・
布。＂U必，，，，＂：＇、rI＇廿Iiゐh荘、寸〈勺、，－．
e内－.dを耐lぃr』.，，，，， .
ら貯，，，,1.，，，’（.. , ', \<,’"’~· e‘、＇（， 1 hり．
twas surpr・sed令。 hear’he-wsとは、どういう...，，のでし.うか？

｛ 4ふ'1tのF・メ警手いr1，山、r,. ' 

州，

－
M
H
 

，
崎
川

h
V

鳩
山

の
酌

－
人
勾k
 

1,, ,.,,,.;,,.I "g－酬‘

… 
判，.，，，，.. a, .. , ... -i ,..n鳥r＜，.‘’－－
,f，.，，，，ε.，，.’S ＇＂＂＇＂＇；警官 t，、＇＇＂ヨ，，，.
払刊柑，，，-i.,,r,w，，.，ごー
I was happy •a me肘 horと凪どういうa・仙のでレょうか今 be hop1)' H ん

,,n ...t11 ~· 
If，.、...1111す』、宮川＇＊ ιJんた． 」－一一一目、、
2 弘の例のよ合に・..不定”の＂で縫わるように，~＂＂＇＇のある：u仰ってみ、よ号．

r一一一一一 一一
l w ":..Y.'.'!!l一見主国ー.2.＇！...ι主回L.:!!.'.L~vlv,,I 
" T hm a!, __ .＇.＇.＇.川明 11，＿並i!i!_：吐＿＿a_.,4.必立L.

3 盆~ ( ）‘且（ ＇）司 J ( 

本賓室温電路~宮口D シト
’、 d惨から払＂＇裏’で．す肉・＇＊下にまとめてみよう．

• I嶋崎gS四•prl•・d ~ah・a・R ’h・”・愉婦と，.＿どういう＿，，.，でしょうか？
〈私品同：＝，－'l.1 rtlぃt示、ピ相、克．ーゐ惟eの反乱何吋‘ぺ 》

ト品・2

lム娘、
＂間内 tr,1,1別、私
i:;r-.: 

ut.') 

(4）新出の文法事項や表現の意識化②～定期テスト～

新しい文法事項を学習したときには，ほとんどの場合上述のようにスキット作りやまとまりの

ある英文を書く活動をしてきた。各学期の定期テストでも自分の意見を述べる設問ゃあるテーマ

に沿ってまとまりのある英文を書く設問を出題し，生徒の学習の達成度を確認した。
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実際の定期テストの設問より

1学期中間テストより

〔設問〕「わたしの修学旅行記」を次のような内容で，

5文以上の英文で書きなさい。なお，解答用

紙には 1行につき 1文で書きなさい。

1学期期末テスト問題より

内容

・どこに行ったのか

．旅行の目的

・強く印象に残ったところ

〔設問〕相手を何かに誘う短いスキットを作ってみましょう。誘う側，誘われる側ともそれぞれ

1～2文で，誘われる側はその誘いを受ける場合と断る場合の2つのパターンを考え，

解答用紙に書きなさい。

2学期期末テスト問題より

〔設問〕あなたはアメリカから来た留学生を夕食に招待することになったとします。以下の対話

が成り立つように「あなた」の台詞を5語以上の英文で考えなさい。コンマ，ピリオド

は1語として数えないものとします。

あなた： Pleasehelp γourself. 

留学生： Thankyou. 

あなた：①（

留学生： Yes,please. That looks delicious. 

あなた：②（ ）？ 

留学生： MayI have some cola? 

あなた： Ofcourse. 

3学期期末テスト問題より

〔設問〕今度，学校のホームページに英語

で附属中学校の紹介をすることに

なったとします。あなたならどん

な紹介文を書きますか。ただし，

下の条件に従って書かないといけ

ないこととします。

条件

1、20語以上の英文で書くこと0

2, 2文以上の英文で書くこと。

3、数字は何桁であっても、 1語とすること。

4、コンマやピリオドなどの符号は語数とし

て数えないものとする。
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3.考察
以上の実践を 1年間行ってきた3年生に対して，学習した主な文法事項について，それぞれの理解

度をアンケートで確かめてみた。結果は以下のようであった。

不定詞（～するために）

1 わからなかった。 113 

2 どちらかといえばわからな

かった。

3 どちらかといえば理解でき

た。

4 十分理解できた。

10 

7 

62 

0 20 40 60 80 

人

現在完了

1 わからなかった。

2 どちらかといえばわからな

かっTこ。

3 どちらかといえば理解でき

た。

4 十分理解できた。

コ1
61 

0 20 40 60 80 

It is形容詞 for人t。～

1 わからなかった。 11

2 どちらかといえばわからな

かった。

3 どちらかといえば理解でき

た。
44 

4 十分理解できた。 i 1196 

0 20 40 60 80 100 120 

過去分詞

1 わからなかった。 11

2 どちらかといえばわからな

かった。

3 どちらかといえば理解でき

た。

4 十分理解できた。

84 

47 

0 20 40 60 80 100 
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不定詞（～して・・・だ）

1 わからなかった。 112

2 どちらかといえばわからな

かっTこ。

3 どちらかといえば理解でき

た。

4 十分理解できた。

7 

59 

0 20 40 60 80 100 

how(when, what, where, which) to～等

1 わからなかった。

2 どちらかといえばわからな

かっTこ。

3 どちらかといえば理解でき

fこ。

4 十分理解できた。

ロ8

0 20 40 60 80 

現在分詞

1わからなかった． 112 

2 どちらかといえばわからなかった．

3どちらかといえば理解できた． 88 

4十分理解できた． I I 47 

0 20 40 60 80 1 00 

関係代名銅

1 わからなかった。 113 

2 どちらかといえばわからな

かっTニ。

3 どちらかといえば理解でき

た。

4 ＋分理解できた。

0 20 40 60 80 
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上記の結果から，多くの生徒たちが1年間学習してきた内容を理解できたと感じていることがわか

る。新しい表現や文法事項を学習するときに，以前学習した内容を何度も使うことで理解が深まった

生徒も多くいたのではないかと思われる。一般的に中学3年生が難しいと感じる「分詞」や「関係代

名調Jにおいても，多くの生徒が理解することができたことは，今回の取り組みが有効であった乙と

を示していると思われる。新出の文法事項を学習する時にそれのみの練習や活動になりがちであるが，

既習の事項とうまく関連させることのできる取り組みを継続して行っていくことでさらに効果を高め

ることができるのではないかと思う。

4. おわりに

1年間にわたる今回の研究を通して，授業でのスキットや英作文の指導や添削にはかなり時間を割

いた。しかし，上記のような結果や県の学力調査，ベネッセのGTECfor STUDENTSの検査においても

ある程度の効果がみられ，うれしく思う。今後も教科書を基本に新しい文法事項や表現を学習しなが

ら同時に既習の事柄についても復習が繰り返しできるような方法についての研究を深めていきたいと

考えている。その際，今後ますます多忙になるであろう教師の過度の負担にならず，生徒の学力の向

上に役立つ指導方法を探っていきたいと思う。
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